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象徴的に語 られ る 「子 ども」 の 機能

一 2 つ の 地域 の 祭を め ぐる 語 りを例 に
一

伊藤雅一 （千葉大学大学院）

1 ．は じめに

　「地 域社会 と教育」とい うテ
ー

マ にお い て 、

「子 ども」 は地域社 会で の 「社会化」 （住 田

2001）や、地域社会で 大人 と 「共同 し参画」

（佐藤 2002 ）す る対象 とし て 論 じ られて きた。

地域社会にお ける教育の 必要性の
一

方、地域

社会の側 は教育の 受け皿 とし て 機能す る の だ

ろ うか。そ もそ も 「子 ども」 が地域社会 にお

い て どの よ うに構成 され て い る の だ ろ うか。

　 「子 どもの た め 」 と語 られ る同 じ地域 にお

け る 2 つ の 祭を例 に挙 げ、象徴的に語 られ る

「子 ども」 の 機能 につ い て検討す る。昨年の

学会発 表では 2006 年に始 ま っ たイ ベ ン ト的

な新興 の 祭 の み取 り上 げた が、今 回は神社の

存在を前提 と した伝統的な祭 と比較 しっ っ 、

双 方 の 祭 に関 わ る人 々 の 語 りやメデ ィ ア に表

出す る 「子 ども 」 に焦点を当て る。こ こ で の

「子 ど も」 観か ら見 出せ る、教育空間 と して

自明視され て い ない 場 （地 域）に お い て観察

され る教育観 の考察を 目指す。

ッ ドタ ウ ン 開発 された。

・新興の 祭 ：稲毛あか り祭 「夜灯」（よ とぼ し）

　稲 毛地 域の せ ん げん通 り商店街 を 中心 に 、

晩秋 の 11 月末に祭 を開催 して い る 2006 年か

ら始ま っ た新 しい 祭 「夜灯 （よ とぼ し）」 は 、

夜 中にカ ン テ ラを か ざしつ つ 行 っ た遊び に近

い 「夜灯漁 （よ とぼ し り ょ う）」の 光景に ちな

んで 、手作 りの 灯籠 を稲毛地 域の 道や公 園 に

並 べ る祭で ある。祭 は、せ ん げん 通 り商店街

の 店主た ちが中心 となっ て 運営 し て い る
一

方 、

祭 の 観客は ベ
ッ トタ ウン とし て 住ま う人 々 が

中心 とな っ て い る。

・伝統的な祭 ：稲毛 浅間神社大祭

　稲毛の 浅間神社 は 808 年か ら続 く「1200 年

の 歴史を誇る 」 神社 で ある。 「子守 りの神様」

として地元 民に親 しまれ、7 月 14 ・15 日 の 大

祭 では 、約 500 店舗 の 露店が 並び約 30 万人

の 人出で に ぎわ うと言われ て い る 。

2 ．調査方法

　発表者 は、2009 年か ら新興の 祭 の ス タ ッ フ

として 関わ りっ っ 、参与観察 とイ ン タビ ュ
ー

を中心 とした質的調査 を継続 して い る。

3 ． 2 っ の祭 の 概要

　東京か ら快速電車で 30 分ほ ど の 郊外 にあ

た る千葉県千 葉市 の 稲毛 と い う地 域に焦点を

あて て い る 。 以前は海 に面 した半農半漁の 村

で あ り、海を 中心 とした保養地 ・観光地で あ

っ た が、1961 年の 埋 め立 て事業開始以 降はべ

4 ．祭にお ける 「子 ども」

　夜灯で は、幼稚園や 4 つ の 小 学校にお い て

「ワーク シ ョ ッ プ 」（夜灯漁 に関す る紙芝居 を

聞 く＋灯籠の 絵柄を描 く）が行わ れ 、 子 ども

達が灯籠作 りに参加 して い る 。 祭の 当 日は子

どもの描 い た灯籠を家族連れで 見 に来 る客を

中心に にぎわ う。夜灯の 運営に携わ る商店街

の 人 々 は 、「海の 記憶」や夜灯の運営を受 け継

ぐ対象 と して 「子 ども」 が語 られ て い る 。

　
一

方の 浅間神社大祭で は 、 稚児行列 に参加

す る子 ども達 もい るが 、 そ の 他 の 大半は露店
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で の 買い 物客で あ る。とこ ろが、2013 年の 大

祭は 、神社 ・警察 ・露天 商の 三 者の 行 き違 い

に より露店が全 く出店 しない 事態が起 こ り 、

新聞やテ レ ビ で も取 り上げ られ た 。 こ の 後 、

地元 の 自治会や商店街が 中心 とな っ て結成 さ

れ た 「稲毛せ ん げん通 りま っ り実行委員会」

に よ っ て 、 2014 年 の大祭で は約 500 店舗 の

露店が復活 した 。

　2013 年か ら 2014 年にか け て の 大祭関連活

動に よ っ て大祭開催の 掲げる象徴が 「神様 」

か ら 「子 ども」 ヘ シ フ トし、語 られ る 「子 ど

も」 は、語 り手 （地 元民）の 子 ども期 に経 験

した 浅間神社 大祭が投影 されて い た。

5 ，結果

　 2 つ の 祭 に共通 し て い る の は、（露店な どの ）

祭の 雰囲気 を味わ う対象 として の 「子 ども」

が想 定され て い る点で ある 。 どち らの 祭も祭

当 日を楽 しむ こ とが望まれ 、実際の 子 どもの

姿を見て も楽 しん で い るよ うに見え る。

　 2 つ の 祭 の 差異 として 挙げ られ る の は、夜

灯 に は準備 の 段 階 （紙芝居を 聞く、灯籠に絵

を描 くなど）か ら実際の 子 どもが関わ っ て い

る こ とで ある 。 新興の 祭 を行 うに 当た っ て の

理 念に触れ て い る。ただ 、運 営側が 望 ん で い

る祭運営 の 受け継ぎに至 る子 どもは今の と こ

ろ見 当た らない
。

　新興の 祭 「夜灯」 にお け る 「子 ども 」 は、祭

の 理念 に組み 込 まれ た もの で あ り、記憶され

た経験の 受 け継 ぎ先 と して見 出 され て い る。

　
一

方 、 伝統的な祭 「浅 間神社大祭」 では 、

露店が出な い と い う非常時に 「子 ども」 とい

う共有で き る象徴が あ っ た こ とで普段 は別 々

の 諸団体が 1 つ の 委員会 を構成 した 主因 と言

える。こ こ で の 「子 ども 」 は経験 され た経験

の 受け継ぎ対象 で あ り、各語 り手 自身 の 「過

去 として の 子 ども」 が反 映 され て い る。

　祭 の 運営者 たちが 「子 ども」に つ い て語 り 、

さらには何か （祭 、 海 の 記 憶 、 地域の 誇 りな

ど） を受け継 ぐ対象と して 「子 ども」 を見て

い る こ とは 、 運 営者た ちが 「子 ども」 に対 し

て 教育的意図を持 っ て い る と解釈で きる 。 こ

れ は 、 教育空 間 と して 自明視 されて い ない 場

（地域）にお い て 観察 される教育観 として 見

出せ る 。 そ の
一

方、何か を受 け継 ぐ再生 産機

能を希求 され る 「子 ど も」 と実際に地域で 生

活す る子 ども自体 との ズ レ が解 消 され たわ け

で は ない 。何か が継承 される と想定 され望ま

れて い る の み で、実存 として の 子 どもには教

育的意図が伝わ っ て い る の か分か らない
。 語

られ る 「子 ども」 の 「虚構 」 （元森 2009）や、

「子 どもの ため 」とい う論理 が 「子 ども不在」

（高久 2014）で ある とい う指摘 の 通 りとも言

える 。

　それ で も祭は続い て い くの は 、自治会や商

店街 な ど地 区割 り団体の コ ン フ リク ト （緊張

関係）が宙 吊 りに なるの が祭で あ り、その 背

景 と して 「子 ども」 が語 られ る こ とが作用 し

て い ると考え られ る。特 に 「経験 された子 ど

も 」が強 く規定 して い る の で はない だ ろ うか。
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